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国
交
省
と
東
商
が
初
の
協
定
締
結

官
民
連
携
で
地
震
・
水
害
に
対
応

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ
全
力

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ
全
力

中
環
審

総

会
環
境
・
経
済
問
題
の
同
時
解
決
へ

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
は
五
月
十
七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
防
災
セ
ン
タ
ー
で
東
京
商
工
会

議
所
（
会
頭
・
三
村
明
夫
新
日
鐵
住
金
㈱
相
談
役
・
名
誉
会
長
）
の
災
害
対
策
委
員
会
と
首
都
・
東
京
の
防
災
対

策
強
化
に
向
け
た
初
の
連
携
・
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。
東
商
の
会
員
企
業
約
七
万
八
千
社
を
中
心
に
官
民
一
体

と
な
っ
て
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。
今
回
の
協
定
に
基
づ
き
地
震
・
水
害
の
防
災
・
減
災
対
策
に
関
す
る

意
見
交
換
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
イ
ン
フ
ラ
視
察
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
方
針
だ
。

政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
で
あ
り
、
世
界
有
数
の
大

都
市
で
あ
る
東
京
は
首
都
直

下
型
地
震
や
強
力
化
・
大
型

化
す
る
台
風
、
長
時
間
続
く

集
中
豪
雨
な
ど
の
脅
威
に
直

面
し
て
い
る
。
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
海
抜

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心

に
重
大
な
被
害
が
想
定
さ

れ
、
長
期
化
す
る
と
国
内
に

と
ど
ま
ら
ず
世
界
的
に
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

国
難
と
も
い
う
べ
き
状
況

に
陥
ら
な
い
た
め
、
自
然
災

害
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
と

心
構
え
を
共
有
し
、
多
様
な

災
害
に
社
会
全
体
で
備
え
る

防
災
意
識
社
会
に
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
企
業

が
集
積
し
、
他
地
域
か
ら
の

通
勤
者
が
多
い
東
京
で
は
企

業
に
よ
る
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
が
不
可
欠
だ
。

東
商
は
東
京
二
十
三
区
の

商
工
業
者
で
構
成
す
る
民
間

の
総
合
経
済
団
体
。
一
八
七

八
年
（
明
治
十
一
年
）
に
設

立
さ
れ
、
商
工
業
の
総
合
的

な
発
達
と
社
会
一
般
の
福
祉

増
進
を
目
的
に
経
営
支
援
活

動
、
政
策
活
動
、
地
域
振
興

活
動
を
三
本
柱
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。

当
日
の
協
定
締
結
式
に
は

国
交
省
か
ら
山
田
邦
博
水
管

理
・
国
土
保
全
局
長
、
清
瀬

和
彦
次
長
、
東
商
・
災
害
対

策
委
か
ら
山
田
隆
持
委
員
長

（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
顧

問
）
、
田
畑
日
出
男
共
同
委

員
長
（
い
で
あ
㈱
会
長
）
、

山
口
学
共
同
委
員
長
（
㈱
関

電
工
特
別
顧
問
）
、
間
部
彰

成
理
事
・
事
務
局
長
ら
が
出

席
。
山
田
局
長
と
山
田
委
員

長
が
協
定
書
に
調
印
し
た
。

協
定
に
よ
る
と
、
両
者
は

企
業
防
災
を
促
進
し
、
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
の
最
小
化

や
災
害
時
に
お
け
る
企
業
活

動
の
維
持
・
早
期
回
復
に
一

致
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
具
体
的
に
は
防
災
・
減

災
対
策
に
関
す
る
定
期
的
な

意
見
交
換
を
行
い
、
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
イ
ン
フ
ラ
視
察

な
ど
を
通
じ
て
緊
密
な
連
携

体
制
を
構
築
す
る
。

席
上
、
山
田
局
長
は
「
災

害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
官
民
が
連
携
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
強

い
東
京
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
肝
要
だ
」
と
強

調
。
こ
れ
を
受
け
て
山
田
委

員
長
が
「
今
回
の
協
定
締
結

を
契
機
に
会
員
の
防
災
意
識

を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い

く
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

中
央
環
境
審
議
会
（
会
長

・
武
内
和
彦
公
益
財
団
法
人

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
理

事
長
・
東
京
大
学
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機

構
長
特
任
教
授
）
の
第
二
十

五
回
総
会
が
五
月
十
六
日
、

東
京
・
永
田
町
の
Ｊ
Ａ
共
済

ビ
ル
で
開
か
れ
た
。
中
川
雅

治
環
境
相
ら
が
出
席
し
、
平

成
三
十
年
度
重
点
施
策
な
ど

の
推
進
へ
協
力
を
要
請
し

た
。
環
境
問
題
と
社
会
経
済

問
題
の
同
時
解
決
に
向
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を

め
ざ
す
。

当
日
の
総
会
で
は
中
川
環

境
相
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
皆
さ
ま
の
幅
広
く
高
い

見
地
か
ら
の
ご
議
論
に
深
く

感
謝
し
て
い
る
。
新
た
な
文

明
社
会
へ
と
進
ん
で
い
く
に

は
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
求
め
た
。
ま

た
渡
嘉
敷
奈
緒
美
副
大
臣
が

「
わ
が
国
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
立
っ
て
い
る
。
海

外
で
は
脱
Ｃ
Ｏ
２
が
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
立
し
て
い
る
一

方
で
、
国
内
で
は
公
共
事
業

と
し
て
の
側
面
が
強
く
儲
か

ら
な
い
印
象
だ
。
皆
さ
ま
と

積
極
的
に
前
へ
進
ん
で
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
笹
川
博
義

政
務
官
と
武
部
新
政
務
官
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
各
部
会
の
審
議
状

況
と
当
面
の
諸
課
題
に
つ
い

て
確
認
。
重
点
施
策
と
し
て

環
境
問
題
と
社
会
経
済
問
題

の
同
時
解
決
に
向
け
た
循
環

資
源
の
さ
ら
な
る
活
用
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
社
会
と
国

土
強
靭
化
へ
の
対
応
、
気
候

変
動
対
策
と
し
て
抜
本
的
な

カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
、
徹
底
し

た
省
エ
ネ
の
推
進
、
フ
ロ
ン

類
対
策
の
強
化
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
対
策
と
し

て
福
島
の
環
境
再
生
・
創

生
、
被
災
地
に
お
け
る
廃
棄

物
処
理
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

山田局長

水管理・国土保全局と災害対策委が協力

山田委員長

当面の重点課題など確認

中川環境相
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